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〈無
量
寿
経
〉
に
は
現
在
五
種
の
漢
訳
及
び
漢
本
梵
本
の
合
計
七
本

が
あ
り
、

そ
の
う
ち

『
大
阿
弥
陀
経
』
と

『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
が

そ
の
成
立
次
第
及
び
内
容
か
ら

「初
期
無
量
寿
経
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き

も
の
で
、
残
り
五
本
が

「後
期
無
量
寿
経
」
と
呼
ば
れ
得
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
定
説

と
な
っ
て
い
る
。

 
本
稿
で
は

「後
期
無
量
寿
経
」
、
特
に

『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ

る

聞
名
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
が
そ
れ
に
先
立

っ
て

「初
期
無

量
寿
経
」
中
で
聞
名
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
た
か
を

『大
阿
弥
陀

経
』
を
中

心
と
し
て
見
て
み
た
い
。

 
聞
名
が

「初
期
無
量
寿
経
」
に
お
い
て
も
重
要
且
つ
不
可
欠
な
概
念

で
あ

っ
た

こ
と
は

『
大
阿
弥
陀
経
』
中
の
法
蔵
菩
薩
が
発
願
し
て
、
燃

燈
仏
に
浄

土
の
行
を
問
う
説
示
の
中
に

令
我
後
作
仏
時
。
教
授
名
字
皆
聞
八
方
上
下
無
央
数
仏
国
。
莫
不
聞
知
我
名

字
者
。

と
聞
名
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

〈無
量
寿
経
〉
は
法
蔵
菩
薩
が
大
悲
誓
願
を
発
し
て
、
浄
土
を
建
立

し
、
そ
の
浄
土
に
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
内
容
か
ら
成
り
立

っ
て

い
る
が
、
法
蔵
菩
薩
が
い
か
に
勝
れ
た
浄
土
を
建
設
し
て
も
、

そ
の
よ

う
な
浄
土
が
あ
る
こ
と
、
或
い
は
浄
土
の
あ
り
さ
ま
が
衆
生
の
側
に
伝

わ
ら
な
け
れ
ば
衆
生

の
願
生
心
を
喚
起
し
え
な

い
。
前
出
の
説
示
の
中

で
、
法
蔵
菩
薩
が
国
土
を
荘
厳
し
た
後
で
、
「自

分
の
名
前
を

八
方
上

下
無
央
数
仏
国
に
教
授
し
て
、
自
分
の
名
字
を
聞
知
せ
ざ
る
こ
と
な
か

ら
し
め
ん
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
分
の
浄
業
を
衆
生
側
に
伝
え

る
手
段
と
し
て
聞
名
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 
聞
名
が
こ
の
説
示
の
中
で
出
て
く
る

の
は

『
大
阿
弥
陀
経
』

の
み

で
、
同
じ

「初
期
無
量
寿
経
」
で
も

『平
等
覚

経
』
に
は
聞
名

の
語
は

な
く
、
「後
期
無
量
寿
経
」
の
中
に
も
当
該
個
所

に
聞
名
の
語

が
説

か

れ
る
も
の
は
無

い
が
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
が

『
平
等
覚
経
』
に
先
行
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
部
分

の
聞
名
が
諸
仏
称
揚
の
願
文

中
に
説
か
れ
る
聞
名
と
内
容
的
に
同
じ
で
あ
る
た
め
に
重
複
を
避
け
て

整
理
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

次
に
聞
名
が
説
か
れ
る
の
は
第
四
願

の
諸
仏
称
揚

の
願
中
に
、

後

期
無
量
寿
経

に
お
け

る
聞
名

に

つ
い
て

(
小
 
林
)
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使
某
作
仏
時
。
令
我
名
字
。
皆
聞
八
方
上
下
無
央
数
仏
国
。
皆
令
諸
仏
。
各

於
比
丘
僧
大
座
中
。
説
我
功
徳
国
土
之
善
。
諸
天
人
民
。
蝸
飛
蠕
動
之
類
聞

 
我
名
字
。
莫
不
慈
心
歓
喜
踊
躍
者
。
皆
令
来
生
我
国
。
得
是
願
乃
作
仏
。
不

得
是
願
終
不
作
仏
。

と
出
て
く

る
。
聞
名
が
諸
仏
称
揚
の
願
中
に
説
か
れ
る
の
は
、
諸
仏
称

揚
の
願
が
聞
名
を
具
体
化
す
る
た
め
に
成
立
し
た
と
考
え
れ
ば
至
極
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
衆
生
に
聞
名
さ
せ
る
た
め
に
は
、
衆
生

の
前
で
阿
弥
陀
仏

の
名
前
を
説
く
者
が
必
要
で
あ
り
、
十
方
世
界

の
諸

仏
が
阿
弥
陀
仏
を
称
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
衆
生

の
聞
名
が
実

現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
三
番
目
に
聞
名
が
説
か
れ
る
の
は
、
第
五
願
の
三
輩
往
生

の
下
輩
に

相
当
す
る
部
分
で
あ
る
が
、

こ
の
部
分
に
説
か
れ
る
聞
名
は

「後
期
無

量
寿
経
」

の
当
該
部
分
に
見
ら
れ
る
が
、
『大
阿
弥

揚
経
』
と

『
平
等

覚
経
』
及
び

「後
期
無
量
寿
経
」
と
で
は
同
じ
聞
名
で
も
内
容
的
に
異

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
が
、
『大
阿
弥
陀

経
』
に
限

れ
ば
、
聞
名
は
衆
生
に
願
生
心
を
発
さ
せ
る
た
め
の
契
機
と

な
る
も
の
で
、
直
接
の
生
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
三
輩
往
生

へ
の
導

入
に
な

っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

「後
期
無
量
寿
経
」
に
説
か
れ
る
聞
名
説
は
二
種

に
大

別
出
来

る

が
、

一
つ
は
生
因
願
内
に
説
か
れ
る
聞
名
と
、
も
う

一
つ
は
他
方
国
土

の
衆
生
に
対
す
る
願
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

「後
期
無
量
寿
経
」
に
な

っ
て

増
広
さ
れ
た
願
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「初
期
無

量
寿
経
」
の

よ
う
に
諸
仏
称
揚

の
願
中
に
は
聞
名
の
語
を
見

い
出
す
こ
と
は
出
来
な

い
。ま

ず
生
因
願
内
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を

『
無
量
寿

経
』
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
第

二
十
願
に
、

 

設
我
得
仏
。
十
方
衆
生
聞
我
名
号
係
念
我
国
殖
諸
徳
本
。
至
心
廻
向
欲
生
我

 

国
。
不
果
遂
者
。
不
取
正
覚
。

と
あ
り
、
更
に
本
願
文
以
外

で
は
あ
る
が
、
諸
仏
称
揚
、
念
仏
往
生
の

願
成
就
文
に
、

十
方
恒
沙
諸
仏
如
来
。
皆
共
讃
歎
無
量
寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
。
諸
有
衆

生
聞
其
名
号
。
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
。
至
心
廻
向
願
生
彼
国
。
即
得
往
生
住

不
退
転
。
唯
除
五
逆
誹
諺
正
法
。

と
聞
名
が
説
か
れ
る
、
第

二
十
願
の
聞
名
は

『
平
等
覚
経
』
同
様

に
聞

名
に
よ

っ
て
起
る
願
生
心
が
生
因
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
又
、
願
成
就
文
中
の
聞
名
は

『
無
量
寿
経
』

の
諸
仏
称
揚

の
願

文
中
に
聞
名
が
説
か
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
願
文
で
は
聞
名
の
語

を
省
略
し
て
も
成
就
文
迄
は
省
略
す
る
に
至
ら

な
か

っ
た

と
見

ら
れ

る
。
又

こ
れ
が
念
仏
往
生
の
願
と
関
る
こ
と
は
、
念
仏
往
生
の
願
の
出

自
を
示
唆
す
る
も
の
で
興
味
深
い
。

次
の
他
方
国
土
の
衆
生
に
対
す
る
願
中
に
説

か
れ

る
聞
名

で
あ

る

が
、

こ
れ
ら
を
以
下
に
示
す
と
、

設
我
得
仏
。
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
衆
生
之
類
。
聞
我
名
字
。
不
得

菩
薩
無
生
法
忍
諸
深
総
持
者
。
不
取
正
覚
。

(第
三
十
四
願
)
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設
我
得
仏
。
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
。
其
有
女
人
聞
我
名
字
。
歓
喜

信
楽
発
菩
提
心
厭
悪
女
身
。
寿
終
之
後
復
為
女
像
者
。
不
取
正
覚
。

(第
三
十
五
願
)

設
我
得
仏
。
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
。
寿
終
之

後
常
修
梵
行
至
成
仏
道
。
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚
。 

(第
三
十
六
願
)

設
我
得
仏
。
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
界
諸
天
人
民
。
聞
我
名
字
。
五
体

投
地
稽
首
作
礼
。
歓
喜
信
楽
修
菩
薩
行
。
諸
天
世
人
莫
不
致
敬
。
若
不
爾

者
。
不
取
正
覚
。

(第
三
十
七
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
至
干
得
仏
。
諸
根
欠
随
不
具

足
者
。
不
取
正
覚
。

(第
四
十
一
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
。
皆
悉
逮
得
清
浄
解
脱
三

昧
。
住
是
三
昧

一
発
意
頃
。
供
養
無
量
不
可
思
議
諸
仏
世
尊
。
而
不
失
定

意
。
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚
。

(第
四
十
二
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
。
寿
終
之
後
生
尊
貴
家
。
若

不
爾
者
。
不
取
正
覚
。

(第
四
十
三
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
歓
喜
踊
躍
。
修
菩
薩
行
具
足

徳
本
。
若
不
爾
者
。
不
取
正
覚
。

(第
四
十
四
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
。
皆
悉
逮
得
普
等
三
昧
。
住

是
三
昧
至
干
成
仏
。
常
見
無
量
不
可
思
議

一
切
如
来
。
若
不
爾
者
。
不
取
正

覚
。

(第
四
十
五
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
。
不
即
得
至
不
退
転
者
。
不

取
正
覚
。

(第
四
十
七
願
)

設
我
得
仏
。
他
方
国
土
諸
菩
薩
衆
。
聞
我
名
字
。
不
即
得
至
第

一
第
二
第
三

法
忍
。
於
諸
仏
法
不
能
即
得
不
退
転
者
。
不
取
正
覚
。 

(第
四
十
八
願
)

以
上
の
十

一
願
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
は
全
て

「後

期
無
量
寿
経
」

に
な

っ
て
増
広
さ
れ
た
部
分
に
属
し
て
い
る
。
更
に
、

こ
れ
ら
の
願
は
衆
生

の
極
楽

へ
の
往
生
を
予
想
し
な
い
と
い
う
点
で
は
、
従
来
の
阿
弥
陀
仏

の
本
願
と
は
全
く
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
聞
名

が
出
て
く
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
思
想
が
、
衆
生
が
各
自
の
世

界
に
住
し
た
ま
ま
で
阿
弥
陀
仏
の
威
力
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
、
全
く
新
し
い
展
開
を
示
す
に
際
し
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

要
素
と
し
て
聞
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、

こ
れ
ら
の
本
願
の
願
成
就
文
を
見
る
と
、
生
尊
貴
家
、

不
復

女
身
、
住
定
供
仏
の
三
願
を
除
け
ば
残
り
八
願
の
願
成
就
文
は
存
在
す

る
が
、
こ
れ
ら
全
て
極
楽
の
衆
生
に
関
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
お

り
、
願
文
の
趣
旨
と

一
致
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は

「後
期
無
量
寿
経
」

が

一
旦
は
他
方
国
土
に
阿
弥
陀
仏
の
威
力
を
及
ば
せ
る
方
向
で
増
広
し

な
が
ら
、
成
就
文
で
は
従
来
通
り
の
極
楽
世
界
を
中
心
と
す
る
考
え
方

を
変
え
る
迄
に
は
至
ら
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

 
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と

〈無
量
寿
経
〉
に
お
け
る
聞
名

が

『大

阿
弥
陀
経
』

で
は
生
因
願

へ
の
導
入
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
も
の
が
更
に

「後
期
無
量
寿
経
」

で
は
他
方
国
土
の
衆
生

へ
直
接
阿
弥
陀
仏
の
功
徳

を
及
ぼ
す
手
段
と
し
て
全
く
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

後
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